
CleanCap® Reagent M6
タンパク質発現量が 30% 以上増加します!!

■データ1. 既存のキャッピングアナログとの比較

LNPで包埋したFluc mRNAをマウス尾静脈へ投与した
結果。CleanCap® M6は、既存のキャッピングアナログ
よりも高いタンパク質発現量が見られた。

特長

⚫ タンパク質発現量が30%以上増加します

⚫ 高いキャッピング効率(>95%)で、より高活性のmRNAが取得可能

⚫ パターン認識受容体を活性化させないため、免疫反応を回避

⚫ Cap0(ARCA)に比べてin vivo条件での翻訳効率が大きく改善

⚫ エンザイムキャッピングと比較して大幅なコストダウンを実現

タンパク質発現効率の向上
CleanCap® Reagent M6の構造

CleanCap® キャッピング試薬とは

CleanCap® Reagent AGとAG (3’-OMe)はmRNAのin vitro転写合成で使用するTriLink社独自のキャッピング試薬です。

CleanCap® AGは、天然に存在する5‘-N7-メチルグアノシン構造を持っています。一方でCleanCap® AG(3‘-OMe)には、ARCA

に見られる5‘-N7-メチル-3’-O-メチルグアノシンが含まれています。

CleanCap® Reagent M6は、CleanCap AG および CleanCap AG (3’-OMe)と同じ 5‘AG 開始配列を持ち、最初のアデノシン

(m6A) の 6 位にメチル基が付加されています。この修飾によりタンパク質発現量がさらに増加します。

CleanCap®シリーズのキャッピング効率は95%以上となります。

酵素法によりキャッピングしたmRNAとCleanCap® M6
を比較した結果、 CleanCap® M6のほうが著しく高い
タンパク質発現 (FLuc) が見られた。

■データ2. 酵素法によりキャップピングしたmRNAとの比較
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コードNo. メーカーコード 製品名 容量 希望納入価格 (円)

559-35511 N-7113-1 

CleanCap® Reagent AG

1μmol 25,000

553-35514 N-7113-5 5μmol 120,000

555-35513 N-7113-10 10μmol 226,000

553-35531 N-7413-1 

CleanCap® Reagent AG (3’-OMe)

1μmol 28,000

557-35534 N-7413-5 5μmol 138,000

559-35533 N-7413-10 10μmol 260,000

555-54531 N-7453-1

CleanCap® Reagent M6

1μmol 31,000

559-54534 N-7453-5 5μmol 152,000

551-54533 N-7453-10 10μmol 285,000

━ N-7453-100 100μmol 照会

TriLink CleanCap 和光 検索

CleanCap®を用いたmRNA製品(EGFP、Cas9など)や、mRNA受託合成サービスを提供しています。
詳しくは弊社ホームページをご覧ください。

CleanCap® はTriLink BioTechnologies. LLCの登録商標です。

コードNo. メーカーコード 製品名 容量 希望納入価格 (円)

550-38081 N-7114-1

CleanCap® Reagent AU

1μmol 28,000

556-38083 N-7114-5 5μmol 138,000

554-38084 N-7114-10 10μmol 260,000

CleanCap® AUは、自己増幅mRNAワクチン開発用に最適化されたキャッピング試薬です。アルファウイルスをベースとした自己複製型RNAの
キャッピングに用いられます。イニシエーター配列が5’ AU 3’の場合に使用します。

CleanCap® AU

少量で高タンパク質発現

マウスにCleanCap® AGを1 mg/kg投与した時と比較して、 CleanCap® M6を0.3 mg/kg投与した時のほうが高いタンパク質の
発現が得られた。

All groups of significantly different, *** p < 0.001, one-way ANOVA Error bars are standard error of mean. n = 7/group 


